
熊本赤十字病院はトヨタ自動車と共同で、平時の医療対応と災害時の活用

が可能な燃料電池（FC）ドクターカーの実証実験に取り組んでいます。

FCドクターカーは、トヨタの小型バス「コースター」に、燃料電池自動車（FCV）
「ミライ」の動力システムを搭載しており、最大7.2キログラムの水素燃料をタン

クに充塡でき、航続距離は約210キロメートルです。平時は医師や看護師が

同乗して患者や負傷者に初期治療を施し、医療機関につなぐ役割のドクター

カーとして運用し、地震や豪雨などの災害時は、被災地で電力供給をしなが

ら支援活動をサポートすることで災害対応の一助となります。給電能力は一

般家庭で一週間分の電力を供給することが可能であり、被災地の現地対策

本部としての役割を担うことも期待されています。

台風や豪雨など自然災害の発生が増え、被災地での医療活動だけでなく、

家庭や避難所に電気が届かないといった問題も発生しており、医療対応と災

害時の活用という「二刀流」の働きが期待できる、FCドクターカーに大きな注

目と期待が集まっています。

○当資料は、日興アセットマネジメントが「水素」についてお伝えすることなどを目的として作成した資料であり、特定ファンドの勧誘資料ではありません。ま
た、当資料に掲載する内容は、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではありません。○投資信託は、値動きのある資産（外貨建資産は為替変
動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。投資信託の申込み・保有・換金時
には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
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※上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。また、当社ファンドにおける保有・非保有
および将来の銘柄の組入れまたは売却を示唆・保証するものでもありません。
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